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令和４年度
肉牛のアニマルウェルフェア農場認証
事前審査用紙




回答方法
以下のいずれかの方法で回答してください。できる限りすべての項目に回答してください。
① この用紙を印刷して回答を手書きする。
② パソコンで回答を入力する。

回答欄の不足により、回答内容を入力しきれない場合は、最終ページ（17ページ）の備考欄にご入力ください。

② パソコンで回答を入力する場合の注意事項　※必ずお読みください。
　▸　　　 この回答欄に文字や数字で回答を入力するときは、 ▸ をクリックしてから入力してください。
[image: ]▸ をクリックすると、回答欄は　　　　　　左の状態に変わり、入力可能になります。
回答を入力すると ▸ は自動的に消えるので、 ▸ をクリックしたらそのまま回答を入力してください。
一度回答を入力したあとに、回答欄を初期状態 　▸　　　 に戻したい場合は、入力した回答をすべて
消して、回答欄以外の場所をクリックしてください。
チェックボックス□で回答するときは、回答として選択するチェックボックスをクリックして■の状態にしてください。初期状態ではチェックボックスは□ですが、クリックすると■に変わります。
間違えてクリックしたときは、もう一度クリックすることで、■から□に戻すことができます。


	
申請者

	

	記入日
	▸	年
	▸	月
	▸	日

	

	農場名
	▸
	

	代表者名
	▸


	飼育頭数・牛舎棟数

	

	飼育頭数は、農場で飼育している頭数のこと。預託牛は含まない
牛舎棟数は、１棟の牛舎に育成牛と肥育牛を一緒に飼育している場合は、育成牛舎１棟、肥育牛舎１棟と
いうように、別々に数える

	

	哺乳子牛
	哺乳中の牛
	▸	頭
	▸	棟

	

	育成牛
	・離乳後から８ヵ月齢までの肥育予定牛
・離乳後から初産分娩までの分娩未経産の雌牛
	▸	頭
	▸	棟

	

	肥育牛
	９ヵ月齢から出荷までの肥育中の牛
	▸	頭
	▸	棟

	

	繁殖牛
	繁殖目的で飼育している分娩経験のある雌牛
	▸	頭
	▸	棟

	

	合計
	▸	頭
	▸	棟



	草地面積

	

	放牧専用地
	▸	ha
	牧草専用地
	▸	ha

	

	兼用地
	▸	ha
	その他（デントコーンなど）
	▸	ha





	動物1 . ビタミンA欠乏症

	

	2021年4月2日～2022年4月1日の発症
	▸	頭
	記入日現在の発症
	▸	頭

	

	記入日現在の発症牛
	耳標番号４桁
	▸	症状
	▸
	

	
	耳標番号４桁
	▸	症状
	▸
	

	
	耳標番号４桁
	▸	症状
	▸
	

	
	耳標番号４桁
	▸	症状
	▸


	動物2 . 尾の折れ

	

	人為的尾が折れた牛
	☐	いる
	☐	いない

	

	牛を移動させるときに牛の尾を折り曲げることがある
	☐	ある
	☐	ない



	動物3 . 跛行

	

	記入日現在の跛行牛
	▸	頭

	

	記入日現在、蹄を治療中の牛の耳標番号
	▸


	動物4 . 皮膚病

	

	記入日現在の発症牛
	▸	頭

	

	記入日現在の発症牛の治療状況
	☐	全頭治療
	☐	一部のみ治療
	☐	治療なし





	動物5 . 病傷事故頭数被害率・死廃事故頭数被害率

	

	家畜共済

	

	☐
	加入なし
	昨年度1年間（2021年4月2日～2022年4月1日）の
総飼育頭数（哺乳子牛・育成牛・肥育牛・繁殖牛）
	▸	頭

	
	
	
	

	

	
	昨年度1年間（2021年4月2日～2022年4月1日）に
獣医師の治療を受けた延べ頭数
（哺乳子牛・育成牛・肥育牛・繁殖牛）
	▸	頭

	
	
	
	

	
	※１頭の牛が同じ病気の治療を複数回受けた（一度の
治療で治癒せず、再治療を受けた）場合、その治療頭数は
1頭と数える
しかし、例えば、1頭の牛が「肺炎」と「腸炎」の2つの
病気の治療を受けた場合、その治療頭数は2頭と数える
	
	

	

	
	昨年度1年間（2021年4月2日～2022年4月1日）の
死亡廃用頭数（哺乳子牛・育成牛・肥育牛・繁殖牛の頭数）
	▸	頭

	

	☐
	加入あり
	昨年度1年間（2021年4月2日～2022年4月1日）の
①包括家畜共済引受台帳と②家畜共済病傷事故記録を提出してください
①と②の見本を送りますので、ご参考にしてください

	
	



	施設1 . 水槽の給水能力

	

	記入日現在の水槽の状態
	☐	すべての水槽で水が出る
	☐	水が出ない水槽がある

	

	冬季の水槽の状態
	☐	凍結することがある
	☐	凍結することはない

	

	水槽凍結時の給水
	☐	他の方法で給水している
	☐	給水していない



	施設2 . 暑熱対策

	

	哺乳子牛
	☐	暑熱対策なし
	☐	日射の遮断
	☐	ミスト噴霧
	☐	送風

	

	
	☐	屋根の断熱
	☐	その他：

	

	育成牛
	☐	暑熱対策なし
	☐	日射の遮断
	☐	ミスト噴霧
	☐	送風

	

	
	☐	屋根の断熱
	☐	その他：



	施設2 . 暑熱対策（つづき）

	

	肥育牛
	☐	暑熱対策なし
	☐	日射の遮断
	☐	ミスト噴霧
	☐	送風

	

	
	☐	屋根の断熱
	☐	その他：

	

	繁殖牛
	☐	暑熱対策なし
	☐	日射の遮断
	☐	ミスト噴霧
	☐	送風

	

	
	☐	屋根の断熱
	☐	その他：



	施設3 . 繋留飼育

	

	放牧地とは、牧草などが生えた草地に牛を放すこと
パドックとは、地面やコンクリートの草が生えていない運動場のこと

下記の期間以外について回答してください
・暑熱、積雪、悪天候、天災により屋外への出入りが困難な期間
・早春、晩秋および冬季の放牧地の利用が困難な期間
・疾病や障害からの回復に運動が悪影響を与えると認められる期間
・放牧地またはパドックの維持管理に、採食または運動による支障が生じると認められる期間
・妊娠８ヵ月から分娩直後までの期間
・肥育の最終期間（と畜直前の３ヵ月または生存期間の５分の１のいずれか短い期間）

	

	哺乳子牛
	繋留方法
	☐	繋留なし
	☐	スタンチョン
	☐	チェーン
	☐	その他

	

	
	運動の有無
	☐	運動なし
	☐	放牧地で運動
	☐	パドックで運動

	

	
	運動の頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	運動の時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間

	

	育成牛
	繋留方法
	☐	繋留なし
	☐	スタンチョン
	☐	チェーン
	☐	その他

	

	
	運動の有無
	☐	運動なし
	☐	放牧地で運動
	☐	パドックで運動

	

	
	運動の頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	運動の時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間





	施設3 . 繋留飼育（つづき）

	

	肥育牛
	繋留方法
	☐	繋留なし
	☐	スタンチョン
	☐	チェーン
	☐	その他

	

	
	運動の有無
	☐	運動なし
	☐	放牧地で運動
	☐	パドックで運動

	

	
	運動の頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	運動の時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間

	

	繁殖牛
	繋留方法
	☐	繋留なし
	☐	スタンチョン
	☐	チェーン
	☐	その他

	

	
	運動の有無
	☐	運動なし
	☐	放牧地で運動
	☐	パドックで運動

	

	
	運動の頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	運動の時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間



	施設4 . 人用踏込み槽（消毒槽）

	

	設置
	☐	あり
	☐	なし



	施設5 . 分娩房

	

	分娩房とは、分娩が近い妊娠牛のみを収容する場所のこと
例えば「分娩房ではない場所」は、搾乳牛群と同じ飼養場所、乾乳牛専用の飼養場所など

	

	分娩場所
	☐	すべて分娩房
	☐	すべて放牧地
	☐	すべて分娩房ではない場所

	

	
	☐	分娩房か放牧地
	☐	分娩房ではない場所か放牧地
	☐	その他

	

	分娩房
	▸	ヵ所



	施設6 . 屋外エリア

	

	牛舎の種類
	肥育牛
	☐	ルーズバーン
	☐	フリーストール
	☐	つなぎ

	

	
	
	☐	牛舎なし
	☐	その他：

	

	
	繁殖牛
	☐	ルーズバーン
	☐	フリーストール
	☐	つなぎ

	

	
	
	☐	牛舎なし
	☐	その他：





	施設6 . 屋外エリア（つづき）

	

	放牧地とは、牧草などが生えた草地に牛を放すこと
パドックとは、地面やコンクリートの草が生えていない運動場のこと

下記の期間以外について回答してください
・暑熱、積雪、悪天候、天災により屋外への出入りが困難な期間
・早春、晩秋および冬季の放牧地の利用が困難な期間
・疾病や障害からの回復に運動が悪影響を与えると認められる期間
・放牧地またはパドックの維持管理に、採食または運動による支障が生じると認められる期間
・妊娠８ヵ月から分娩直後までの期間
・肥育の最終期間（と畜直前の３ヵ月または生存期間の５分の１のいずれか短い期間）

	

	肥育牛
	運動できる場所
	☐	なし
	☐	放牧地
	☐	パドック

	

	
	放牧地・パドックでの摂食・飲水
	☐	常に可能
	☐	常に可能ではない

	

	肥育牛の放牧地
	利用期間
	▸	月頃から
	▸	月頃まで利用
	☐	利用なし

	

	
	利用頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	利用時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間

	

	
	退避場所
	☐	なし
	☐	常に屋外から牛舎への出入りが自由

	

	
	
	☐	木陰
	☐	屋根付き施設
	☐	その他

	

	
	退避場所の広さ
	☐	全頭が入れる
	☐	全頭は入れない

	

	
	放牧地の面積
	繁殖牛が利用する総面積
	▸	ha

	

	肥育牛のパドック
	利用期間
	▸	月頃から
	▸	月頃まで利用
	☐	利用なし

	

	
	利用頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	利用時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間

	

	
	退避場所
	☐	なし
	☐	常に屋外から牛舎への出入りが自由

	

	
	
	☐	木陰
	☐	屋根付き施設
	☐	その他

	

	
	退避場所の広さ
	☐	全頭が入れる
	☐	全頭は入れない





	施設6 . 屋外エリア（つづき）

	

	放牧地とは、牧草などが生えた草地に牛を放すこと
パドックとは、地面やコンクリートの草が生えていない運動場のこと

下記の期間以外について回答してください
・暑熱、積雪、悪天候、天災により屋外への出入りが困難な期間
・早春、晩秋および冬季の放牧地の利用が困難な期間
・疾病や障害からの回復に運動が悪影響を与えると認められる期間
・放牧地またはパドックの維持管理に、採食または運動による支障が生じると認められる期間
・妊娠８ヵ月から分娩直後までの期間
・肥育の最終期間（と畜直前の３ヵ月または生存期間の５分の１のいずれか短い期間）

	

	繁殖牛
	運動できる場所
	☐	なし
	☐	放牧地
	☐	パドック

	

	
	放牧地・パドックでの摂食・飲水
	☐	常に可能
	☐	常に可能ではない

	

	繁殖牛の放牧地
	利用期間
	▸	月頃から
	▸	月頃まで利用
	☐	利用なし

	

	
	利用頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	利用時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間

	

	
	退避場所
	☐	なし
	☐	常に屋外から牛舎への出入りが自由

	

	
	
	☐	木陰
	☐	屋根付き施設
	☐	その他

	

	
	退避場所の広さ
	☐	全頭が入れる
	☐	全頭は入れない

	

	
	放牧地の面積
	繁殖牛が利用する総面積
	▸	ha

	

	繁殖牛のパドック
	利用期間
	▸	月頃から
	▸	月頃まで利用
	☐	利用なし

	

	
	利用頻度
	夏季は週
	▸	日
	冬季は週
	▸	日

	

	
	利用時間
	夏季は１日
	▸	時間
	冬季は１日
	▸	時間

	

	
	退避場所
	☐	なし
	☐	常に屋外から牛舎への出入りが自由

	

	
	
	☐	木陰
	☐	屋根付き施設
	☐	その他

	

	
	退避場所の広さ
	☐	全頭が入れる
	☐	全頭は入れない





	施設7 . 牛体ブラシ

	

	牛体ブラシとは、牛の身繕い専用につくられたブラシ、ブラシ以外の身繕いを目的とした人工物
および放牧地などの地面に生えて立っている木（立木）といった、身繕いができる物のこと

	

	肥育牛
	身繕いできる物の利用状況
	☐	全頭が利用できる
	☐	全頭は利用できない

	

	
	牛舎で利用できる物
	☐	牛体ブラシ
	☐	身繕い専用人工物

	

	
	屋外で利用できる物
	☐	牛体ブラシ
	☐	身繕い専用人工物
	☐	立木

	

	
	ブラッシング頻度
	１週間に
	▸	回実施

	

	
	１週間のブラッシング頭数
	☐	肥育牛全頭
	☐	一部の肥育牛のみ

	

	繁殖牛
	身繕いできる物の利用状況
	☐	全頭が利用できる
	☐	全頭は利用できない

	

	
	牛舎で利用できる物
	☐	牛体ブラシ
	☐	身繕い専用人工物

	

	
	屋外で利用できる物
	☐	牛体ブラシ
	☐	身繕い専用人工物
	☐	立木

	

	
	ブラッシング頻度
	１週間に
	▸	回実施

	

	
	１週間のブラッシング頭数
	☐	肥育牛全頭
	☐	一部の肥育牛のみ





	管理1 . 濃厚飼料給与量　※次のページに記入例あり

	

	濃厚飼料とは、生草、乾草、サイレージおよび飼料添加物（ビタミンなど）以外の飼料

	

	肥育牛
	➊ 平均出荷月齢
	▸	ヵ月齢

	

	
	➋ 生存期間の５分の４（➊×0.8）
	▸	（四捨五入した値）

	

	
	➌ と畜直前の３ヵ月（➊－３）
	▸	（四捨五入した値）

	

	
	➍ 肥育最終期間（➋または➌のうち、数値が大きいほう）
	▸	

	

	
	➎ ９ヵ月齢から➍
	▸	ヵ月齢までのうち、給餌量が最大となる月齢

	

	
	
	給餌量が最大となる月齢
	▸	～
	▸	ヵ月齢

	

	
	➎の期間の給餌内容（飼料名は一般名称で記入・メーカー名などは記入不要）

	

	
	飼料名①
	▸	① の１日１頭あたりの給餌量（kg）
	▸
	

	
	　　　②
	▸	②　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　③
	▸	③　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　④
	▸	④　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑤
	▸	⑤　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑥
	▸	⑥　　　　　　〃
	▸
	

	
	➏ 最終肥育開始（➍＋１）
	▸	ヵ月齢から➊
	▸	ヵ月齢までのうち、

	

	
	
	給餌量が最大となる月齢
	▸	～
	▸	ヵ月齢

	

	
	➏の期間の給餌内容（飼料名は一般名称で記入・メーカー名などは記入不要）

	

	
	飼料名①
	▸	① の１日１頭あたりの給餌量（kg）
	▸
	

	
	　　　②
	▸	②　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　③
	▸	③　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　④
	▸	④　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑤
	▸	⑤　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑥
	▸	⑥　　　　　　〃
	▸



	管理1 . 濃厚飼料給与量　※記入例

	

	濃厚飼料とは、生草、乾草、サイレージおよび飼料添加物（ビタミンなど）以外の飼料

	

	肥育牛
	➊ 平均出荷月齢
	28
	ヵ月齢

	

	
	➋ 生存期間の５分の４（➊×0.8）
	22
	（四捨五入した値）

	

	
	➌ と畜直前の３ヵ月（➊－３）
	25
	

	

	
	➍ 肥育最終期間（➋または➌のうち、数値が大きいほう）
	25
	

	

	
	➎ ９ヵ月齢から➍
	25
	ヵ月齢までのうち、給餌量が最大となる月齢

	

	
	
	給餌量が最大となる月齢
	10
	～
	11
	ヵ月齢

	

	
	➎の期間の給餌内容（飼料名は一般名称で記入・メーカー名などは記入不要）

	

	
	飼料名①
	圧ペントウモロコシ
	① の１日１頭あたりの給餌量（kg）
	3.5

	

	
	　　　②
	大豆粕
	②　　　　　　〃
	3.5

	

	
	　　　③
	ふすま
	③　　　　　　〃
	3.0

	

	
	　　　④
	
	④　　　　　　〃
	

	

	
	　　　⑤
	
	⑤　　　　　　〃
	

	

	
	　　　⑥
	
	⑥　　　　　　〃
	

	

	
	➏ 最終肥育開始（➍＋１）
	26
	ヵ月齢から➊
	28
	ヵ月齢までのうち、

	

	
	
	給餌量が最大となる月齢
	
	～
	27
	ヵ月齢

	

	
	➏の期間の給餌内容（飼料名は一般名称で記入・メーカー名などは記入不要）

	

	
	飼料名①
	配合飼料
	① の１日１頭あたりの給餌量（kg）
	11

	

	
	　　　②
	
	②　　　　　　〃
	

	

	
	　　　③
	
	③　　　　　　〃
	

	

	
	　　　④
	
	④　　　　　　〃
	

	

	
	　　　⑤
	
	⑤　　　　　　〃
	

	

	
	　　　⑥
	
	⑥　　　　　　〃
	




	管理1 . 濃厚飼料給与量（つづき）

	

	濃厚飼料とは、生草、乾草、サイレージおよび飼料添加物（ビタミンなど）以外の飼料
飼料名は一般名称で記入（メーカー名などは記入不要）

	

	繁殖牛
	夏季もしくは通年（年間の給餌内容が同じ場合）の平均的な給餌内容

	

	
	飼料名①
	▸	① の１日１頭あたりの給餌量（kg）
	▸
	

	
	　　　②
	▸	②　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　③
	▸	③　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　④
	▸	④　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑤
	▸	⑤　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑥
	▸	⑥　　　　　　〃
	▸
	

	
	冬季の平均的な給餌内容

	

	
	飼料名①
	▸	① の１日１頭あたりの給餌量（kg）
	▸
	

	
	　　　②
	▸	②　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　③
	▸	③　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　④
	▸	④　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑤
	▸	⑤　　　　　　〃
	▸
	

	
	　　　⑥
	▸	⑥　　　　　　〃
	▸




	管理2 . ビタミンA制限

	

	飼料の選択
	☐	積極的にビタミンA低減飼料を選択
	☐	ビタミンA濃度は気にせず選択

	

	
	☐	ビタミンA低減飼料しか選択肢になくやむを得ず選択
	☐	その他

	

	2021年4月2日～2022年4月1日の、ビタミンA欠乏症の予防もしくは治療について

	

	血液検査（血中ビタミンA濃度の測定）
	☐	実施した
	☐	一度も実施していない

	

	実施した頻度（例：〇ヵ月齢に全頭検査）
	▸
	

	ビタミンA製剤の投与（経口・注射）
	☐	実施した
	☐	一度も実施していない

	

	実施した頻度（例：欠乏症の牛のみ）
	▸
	

	ビタミンA飼料添加剤の給与
	☐	実施した
	☐	一度も実施していない

	

	実施した頻度（例：欠乏症の牛のみ）
	▸
	

	その他の方法による予防・治療
	☐	実施した
	☐	一度も実施していない

	

	具体的な方法
	▸
	

	実施した頻度（例：欠乏症の牛のみ）
	▸


	管理3 . １人あたりの飼養頭数

	

	肉牛（哺乳子牛・育成牛・肥育牛・繁殖牛）の飼育に従事する者
	１日あたり平均
	▸	人



	管理4. 飼槽の清潔さ

	

	清掃頻度
	哺乳子牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない

	

	
	育成牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない

	

	
	肥育牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない

	

	
	繁殖牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない





	管理5. 水槽の清潔さ

	

	清掃頻度
	哺乳子牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない

	

	
	育成牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない

	

	
	肥育牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない

	

	
	繁殖牛
	☐	週
	▸	回
	☐	月
	▸	回
	☐	掃除してない



	管理6. 哺乳子牛への初乳給与

	

	分娩直後に子牛を親牛から離す場合、通常は生後
	▸	時間以内に給与している

	

	子牛を親牛に付けている場合、生後６時間以内の摂取を確認している
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	子牛が自力で吸乳できない場合
	☐	24時間以内に給与している
	☐	給与できていない

	

	
	☐	今までに一度も、子牛が自力で吸乳できなかったことがない

	

	初乳・全乳の給与期間
	生後
	▸	日間
	☐	粉ミルクの給与なし



	管理7. 離乳時期

	

	哺乳方法
	哺乳ロボットによる哺乳は、人工哺乳とする

	

	
	☐	自然哺乳から人工哺乳に切り替え
	☐	生後から離乳まで人工哺乳のみ

	

	
	☐	主に自然哺乳（親牛が子育てしない場合のみ人工哺乳）

	

	
	☐	自然哺乳のみ（人工哺乳の経験なし）
	☐	その他

	

	離乳時期
	肉用種
	▸	週齢
	☐	自然哺乳のため把握できない

	

	
	
	離乳時の固形飼料摂取量
	▸	kg/日
	☐	固形飼料給与なし

	

	
	乳用種
	▸	週齢
	☐	自然哺乳のため把握できない

	

	
	
	離乳時の固形飼料摂取量
	▸	kg/日
	☐	固形飼料給与なし

	

	
	交雑種
	▸	週齢
	☐	自然哺乳のため把握できない

	

	
	
	離乳時の固形飼料摂取量
	▸	kg/日
	☐	固形飼料給与なし





	管理8. 哺乳子牛への粗飼料給与

	

	粗飼料の給与開始時期
	▸	週齢
	☐	産まれてから子牛を放牧しているため不明



	管理9. 去勢

	

	去勢の時期
	▸	ヵ月齢
	☐	去勢は実施したことがない

	

	去勢の方法
	☐	観血法（メスなどで切開）
	☐	無血法（バルザック法）

	

	
	☐	ゴムリングの装着
	☐	その他

	

	麻酔・鎮静剤
	☐	使用あり
	☐	使用なし



	管理10. 除角

	

	除角の時期
	▸	ヵ月齢
	☐	除角は実施したことがない

	

	除角の方法
	☐	焼きごて・電気ごてで焼灼

	

	
	☐	断角器・ワイヤーソー・のこぎりなどで切断（切断して焼灼）

	

	
	☐	ゴムリングの装着
	☐	薬品の塗布
	☐	その他

	

	麻酔・鎮静剤
	☐	使用あり
	☐	使用なし

	

	薬品の塗布による除角
	実施時期
	▸	日齢

	

	塗布後24時間は、牛が濡れないよう屋根のある場所で飼育している
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	塗布後24時間は、塗布した牛を隔離して１頭のみ飼育している
	☐	はい
	☐	いいえ



	管理11. 削蹄回数

	

	肥育牛
	１年間の削蹄回数
	▸	回/年
	実施時期
	▸	ヵ月齢

	

	
	１回の削蹄頭数
	☐	全頭
	☐	削蹄が必要な牛のみ
	☐	その他

	

	
	９ヵ月齢から出荷までに、すべての牛が削蹄を受ける
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	
	最後に削蹄を実施した日
	▸	年
	▸	月
	▸	日





	管理11. 削蹄回数（つづき）

	

	繁殖牛
	１年間の削蹄回数
	▸	回/年

	

	
	すべての牛が、１年に１回以上の削蹄を受ける
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	
	最後に削蹄を実施した日
	▸	年
	▸	月
	▸	日



	管理12. 起立不能な牛（ダウナーカウ）への対応

	

	起立不能な牛を移動させる方法
	☐	牛を吊り上げて移動
	☐	牛を重機に載せて運ぶ

	

	
	☐	牛の下に鉄板やビニールシートなどを敷いて運ぶ

	

	
	☐	そのまま地面の上を引きずって運ぶことがある

	

	
	☐	牛が起立不能になったことがない

	

	
	☐	その他

	

	起立不能な牛への給餌・給水
	☐	する
	☐	しないことがある



	管理13. 鼻環の装着

	

	種雄牛以外の哺乳子牛・育成牛・肥育牛・繁殖牛について

	

	装着
	☐	全頭に装着する
	☐	一部の牛に装着する
	☐	どの牛にも装着しない

	

	
	☐	自分の農場ではどの牛にも装着しないが、導入牛で装着している牛がいる

	

	鼻環の種類
	☐	金属製
	☐	金属製以外（プラスチック製・木製など）



	管理14. 哺乳道具の衛生管理

	

	哺乳道具の使用状況
	☐	普段から使用
	☐	ときどき使用
	☐	使用したことがない

	

	[bookmark: _Hlk101365167]スポンジやブラシを使って汚れを落としている
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	洗剤や熱湯で消毒している
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	洗ったあとは、乾きやすいよう逆さにして、重ねず保管している
	☐	はい
	☐	いいえ





	管理15. 哺乳子牛へのミルクの給与

	

	哺乳方法
	☐	バケツ（乳首なし）
	☐	乳首つきバケツ
	☐	哺乳ボトル

	

	
	☐	哺乳ロボット
	☐	子牛を親牛につける
	☐	その他

	



	管理16. 哺乳子牛の群飼

	

	子牛を2頭以上の群れで飼い始める時期
	▸	週齢



	管理17. 取扱い

	

	牛の誘導時、スタンガンなどの電気刺激を与える器具を使用している
	☐	はい
	☐	いいえ

	



	管理18. 死亡獣畜取扱場への搬入

	

	死亡獣畜取扱場に牛を搬送したことがある
	☐	はい
	☐	いいえ

	

	死亡獣畜取扱場に搬送するときは、安楽殺してから搬送する
	☐	はい
	☐	いいえ




	質問は以上となります。ご記入いただきありがとうございました。
家畜共済に加入されている方は、昨年度1年間（2021年4月2日～2022年4月1日）の
①包括家畜共済引受台帳と②家畜共済病傷事故記録を提出してください。
①と②の見本を送りますので、ご参考にしてください。




備考欄
	▸
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